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DesignIssues:Ajournalofhistory,theory,andcriticism

『デザイン・イシューズ』誌は,デ ザイ

ンに関する歴史 ・理論 ・批評の3つ の柱を

掲げた学術雑誌であり,ア メリカのイリノ

イ大学 シカゴ校(ス クール ・オブ ・アー

ト・アンド・デザイン)か ら年2回 発行さ

れている。1984年 の創刊以来,現 在 まで9

巻が刊行され,私 の手元にある最新号は9

巻2号(1993年 春季号)で ある。この雑誌

にっいては,藤 田治彦氏によるデザイン史

の観点か らの紹介がすでにあること1),ま

た,1989年 には,1984年 から1987年 までの

既刊6冊 を対象としたアンソロジーがそれ

ら6冊 の編集者であったビクター ・マーゴ

リンVictorMargolinの 編纂によって,

出版されていること2)などの事情から,多

くの会員にとって既知の雑誌であるかと思

われる。

『デザイン ・イシューズ』誌の母体は,

イリノイ大学シカゴ校のマーゴリンと彼の

同僚を中心 としたグループが1982年 に発足

したフォーラムに由来している。掲載され

る論文のカテゴリーは,デ ザイン史,デ ザ

イン批評,デ ザイン教育,デ ザイン理論な

ど多岐にわたっており,そ の対象もグラフ

ィヅク・デザイン,工 業デザイン,イ ンテ

リア ・デザイン等さまざまである。 また現

在まで以下のような特集が組まれている。

4-1/2非 物質社会のデザイン

5-2工 業製品意味論

6-1ア ジアとオース トラリアにおけるデ

ザイン

7-1デ ザイナーの教育

8-1快 適さのアイデア

また,論 文寄 稿 者 の 国籍 は,ア メ リカ を

中心 として,英 国,ド イ ツ,イ タ リア,フ

ラ ン ス,オ ー ス トラ.リア,イ ン ド,中 国 な

どで あ り,若 干 で は あ るが 日本 人 の名 も見

受 け られ る。 この 中 に は,す で に我 が 国 に

翻 訳 紹 介 され た 著作 の あ るア ブ ラム ・モル

AbrahamMoles,ビ ク タ ー ・パ パ ネ ッ ク

VictorPapaneck,ゲ レ〆ト ・ゼ レGert

Sele,ジ ョ ー ジ ・フ ラ ス カ ー ラJorge

Frascara,ク ラ ウ ス ・ク リ ッペ ン ドル フ

KrausKrippendorfら を は じ め と し て,

トマ ス ・マ ル ドナ ドTomasMaldonado,

グ イ ・ボ ン シエ ーペGuiBonsiepe,チ ャ

ー ル ズ ・オ ー ウ ェ ンCharlesL .Owen,ロ

ビ ン ・キ ン ロ スRobinKinrossら 著 名 な

研 究 者 も含 まれ て い る。

次 に 『デザ イ ン ・イ シ ュー ズ』 の編 集 の

特色,目 標 等 につ い て簡 単 に述 べ るが,そ

れ に は上 記 の ア ン ソロ ジー に お け るマ ー ゴ

リンの序 文 の 中の 「新 しい デ ィシ プ リン と

して の デ ザ イ ン研 究」 と題 す る第 一 章 の記

述 が 非常 に参 考 とな る。 それ に よ る と,そ

もそ も,こ の雑 誌 の モ デ ル は,建 築 雑 誌

『オ ポ ジ シ ョ ン ズ(OPPOSITIONS:A

JournalforIdeasandCriticisminAr-

chitecture)』 で あ っ た とい う。 『オ ポ ジ シ

ョンズ 』 とい う雑 誌 が,建 築界 に お いて ど

の よ うな位 置 付 けが な され て い るか はわ か

らな いが,こ の雑 誌 に 限 らず 活発 な議 論 の

あ る建 築界 の状 況 が 『デ ザイ ン ・イ シ ュー

ズ』 誌 の 発刊 の一 つの 要 因 となっ た よ うで

あ る。

マ ー ゴ リンの記 述 か ら 『デザ イ ン ・イ シ
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ユーズ』誌の目的は,さ しあたり二つの点

に集約できるように思われる。まず第一に

デザインに関する諸問題 を,習 慣的な枠組

みにとらわれることなく多角的に議論でき

るようなフレキシブルな場を提供すること

であり,第 二にそうした諸議論の所産をよ

り広い定義に基づいて組織だて,関 連づけ

ることによって新 しい専門分野discipline

としてのデザイン研究を確立することであ

る。

ここでいう習慣的な枠組みとは工業デザ

イン,イ ンテリア ・デザイン,グ ラフィッ

ク ・デザインといったカテゴリーであり,

この境界にこだわることも,単 にそれらの

融合を主張することも適切ではない。そ'う

ではなく,「それらの位置関係を新 しく定

義すること,個 々のデザイナーが今よりも

もっと大きな範囲の問題 に対処できるよう

にすることで,異 なるタイプのデザイナー

同士のより大きな協力体制を容易にするこ

と」が重要なのである3)。事実,デ ザイン

についてすでに多くのことが語 られている

ものの,そ れ らは断片的であ り,「デザイ

ンすることとは何か」 という中心的定義へ

と統合されるような機会を持たなかったの

である。

では,新 しい専門分野 としてマーゴリン

が期待するデザイン研究 とはどのようなも

のだろうか。残念なが らこれについてはは

っきりと述べられてはいない。けれども,

マーゴリンはデザインの現状の把握のため

に参照すべき学問領域の例として社会学や

政治学,文 学などをあげてお り,デ ザイン

研究 というものをどちらかといえば人文社

会科学に深いかかわりを持った領域 として

位置付けているようである。実際に 『非物

質社 会 の デザ イ ン』(4-1/2),『 工 業 製 品意

味論 』(5-2)と い った 特集 で は,デ ザ イ ン

領 域 外 の専 門 家 と して 社会 学 者 が 招 待 編集

者 と して 招 か れ て い るが,こ の こ と に も上

述 の マー ゴ リンの意 図 が うかが わ れ る。

む ろ ん,以 上 の解 釈 はあ くまで もマ ー ゴ

リ ンの考 え に基づ く もの で あ って,彼 の考

え の み が そ の ま ま 『デ ザ イ ン ・イ シ ュ ー

ズ』 の編 集 に忠実 に反 映 して い るわ けで は

な い だ ろ う。 実際 の とこ ろ,マ ー ゴ リンに

よ る編 集 が3巻 ま で続 い た後 は,5～7人

制 の編 集 委 員会(メ ンバ ー に変 動 が あ る)

に よる合 同編 集形 式 が 採用 され て い るか ら

で あ る。

と ころで,私 自身,こ の雑 誌 か ら得 た も

の は少 な くな い。 グ ラ フ ィ ック ・デ ザ イ ン,

あ るい は タイ ポ グ ラ フ ィ関係 の論 文 も多数

掲載 され て お り,そ れ らか ら,た どえば ジ

ョー ジ ・フ ラス カ ー ラや ロ ビン ・キ ン ロス

な どの興 味 深 い研 究 者 の名 を知 り,彼 らの

他 の論 文 や 著 作 に ふれ る きっ か け とな った 。

お そ ら く,工 業 デ ザ イ ンや イ ンテ リア ・デ

ザ イ ンな どを専 門 にす る方 に とって も一度

目 を通 す 価 値 の あ る雑 誌 で はな いだ ろ うか 。

い ず れ に せ よ,『 デ ザ イ ン ・イ シ ュー ズ』

誌 の よ うな国 際 的 か つ総 合 的 な デザ イ ン理

論誌 の類 書 が ほ とん どない 現在,そ の存在

意 義 は大 き い とい える だ ろ う。
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